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  導入

  
   PHP の PDF 関数を使用すると、
   Thomas Merz が作成して現在は » PDFlib GmbH
   がメンテナンスしている PDFlib ライブラリを使用した PDF
   ファイルが作成できるようになります。
  

  
   本節のドキュメントは、PDFlib ライブラリで利用可能な関数の概要のみを
   説明することを意図しており、完全なリファレンスではありません。
   ここで扱う各関数の完全で詳細な説明については、PDFlib GmbH が配布する
   すべての PDFlib パッケージに含まれている PDFlib リファレンスマニュアルを
   参照ください。このドキュメントは、PDFlib の機能に関する
   概要を非常に良くまとめており、全ての関数に関する最新のドキュメントが
   含まれています。
  

  
   はじめの一歩としては、
   PDFlib 配布パッケージに含まれるサンプルプログラムを眺めることをお勧めします。
   このサンプルでは、基本的なテキスト、ベクター、グラフィックスの出力だけではなく、
   PDF インポート機能 (PDI) のような高度な関数も扱っています。
  

  
   PDFlib のほとんどの関数と PHP モジュール内の関数の名前とパラメータは共通になっています。
   別途設定されていない限り、
   全ての長さと座標は、Postscript のポイント数で計られます。通常、1
   インチあたり 72 Postscript ポイントですが、これは出力解像度に依存します。
   使用する座表系に関するより詳細な説明については、PDFlib
   の配布物に含まれる PDFlib リファレンスマニュアルを参照ください。
  

  
   PDFlib のバージョン 6 では、PHP 4 用の関数指向の API に加えて
   PHP 5 用のオブジェクト指向の API も提供しています。
   主な違いは以下のとおりです。
  

  
   PHP 4 では、まず最初に以下のような関数コールによって
   PDF リソースを取得しなければなりませんでした。
  

  
   $p = PDF_new().
  

  
   この PDF リソースは、それ以降のすべての関数コールの
   第一パラメータとして次のように使用されます。
  

  
   PDF_begin_document($p, "", "").
  

  
   しかし、PHP 5 では PDFlib オブジェクトは次のように作成します。
  

  
   $p = new PDFlib().
  

  
   このオブジェクトは、PDFlib API のすべての関数をメソッドとして
   提供しています。たとえば次のようになります。
  

  
   $p->begin_document("", "").
  

  
   さらに、PHP 5 の新機能である例外についても
   PDFlib 6 以降でサポートしています。
  

   
   詳細な情報は、以下の例を参照ください。
  

  注意: 
   
    外部 PDF ライブラリを使用しない、他のフリーな PDF ジェネレータに
    関心がある場合には、
    関連する FAQ を参照してください。
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